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はじめに

・ 古代の土器に関わる文献史料

・ 移動する土器・陶磁器

・ 出土傾向

おわりに



史料１ 『延喜式』の記述（１０世紀に成立）

図１ 『延喜式』にみる

器の階層

 器種や寸(約３㎝)単位の法量
により食器や酒器、容器など、
儀式に使う器の数や種類など
決められていた

 階層により使う器の素材が異
なる



２ 移動する土器・陶磁器

３ 出土傾向－因幡地域－



奈良時代から平安時代前半頃：律令的土器様式（都の土
器に形や大きさを合わせる）←各地の個性
※ あくまでも地元の生産

土師器や須恵器でも他の地域から持ち込まれた土器：①形
の違い ②作り方の違い ③土の違い ④時代の違い

平安時代のうち９~１１世紀について、因幡地域の手づくね
土師器、黒色土器、施釉陶器（緑釉・灰釉陶器）、他地域
産の須恵器の集成を行い、分布の状況を検討する

 どの時期にどのような地域の器が使われたのか？

 どのような経路なのか？

 その要因は何か？



図２上 手づくね土師器

史料２ 『時範記』 の記述

図８ 手づくね土師器出土遺跡

 平時範の日記：二月九日に出発
して十五日まで七日

 正規の山陰道を使用していない

※鳥取県史（1972年）の推定ルート



 土器を煤で燻し、工具による
磨きで吸着させた土器

 内面を磨く内黒黒色土器が主



図２中

黒色土器

図２下

黒色土器



図３上

黒色土器

図３中

黒色土器



図３下 黒色土器図９ 黒色土器出土遺跡

 図８ 手づくね土師器出土遺跡



図１２ 須恵器・陶器の
生産地

緑釉陶器は鉛や銅を釉薬とする。低火度（800度程
度で焼成可能）、生産地は京都・東海・近江・防長

灰釉陶器は木灰を釉薬とし、主に東海地域で生産、
1200度程度の高温が必要



図６中 緑釉陶器

 京都

 京都  東海 東海

 近江



図６上

越州窯系
青磁

 越州窯

(浙江省)



図４中

緑釉陶器

図４上

緑釉陶器



図４下

緑釉陶器

図５上

緑釉陶器



図５下 緑釉陶器

古市遺跡 奈良三彩（緑色・褐
色・白色）



図６下 灰釉陶器

灰釉陶器は東日本が中心で西日本での出土は多くない

因幡地域では会下・郡家遺跡、智頭枕田遺跡で出土



図10 施釉陶器出土遺跡

 図９ 黒色土器出土遺跡



図７ 他地域産の須恵器

 八頭町（旧郡
家町私都）の
山田窯（１０世
紀代）以降、
須恵器窯は確
認されていな
い

 １１世紀に須
恵器を生産し
ていたのは周
辺では播磨地
域



図１２ 須恵器・陶器の生産地

図11 他地域産の須恵器出
土遺跡

 図10 施釉陶器出土遺跡



３ 出土傾向－青谷横木遺跡－



 Ｐ９区からＰ12区
では、手づくね土
師器、黒色土器、
緑釉陶器、他地
域産の須恵器い
ずれも他の地区よ
りも多い

 「天慶十
(947)年」・
「天暦元
(947)年」



輪状のつまみは出雲地域では７世
紀後葉から８世紀前葉に生産

宝珠やボタン状のつまみは蓋のつ
まみが消失する９世紀前半まで



５ まとめ

次回は須恵器を中心に胎土分析を通して分布を確認し、
出雲地域や播磨地域の須恵器も含め、生産と移動につい
て検討する予定

おわりに

・１０~１１世紀では、施釉陶器は因幡道沿いや官衙などの周辺

から出土する。黒色土器の一部は山陰道から持ち込まれたと

みられる。

・青谷横木遺跡から以東（１０~１１世紀）は、以前の推定ルートよ

り海側を通っていた可能性が高い。

・青谷横木遺跡の主要な施設は時期により転遷したと考えられる。


